
動物園・⽔族館には、動物福祉に配慮した管理を⾏う責任・種の保存・
調査研究・教育普及などの役割があります。本プロジェクトは、埼⽟県
こども動物⾃然公園、天王寺動物園、神⼾どうぶつ王国、すみだ⽔族館
の 4つの施設と共同研究を⾏うことで、科学的根拠に基づいた動物たちの
「より良い暮らし」の提供を⽬指し、動物園・⽔族館の発展を⽀えます。

○動物にストレスのかからないふれあいイベントの提案

○動物の⾏動と栄養状態の調査

加瀨ちひろ（動物⾏動）・⼭本誉⼠（時空間解析）・池⽥裕美（⾏動栄養）

研 究 の 背 景

ア プ ロ ー チ

期待される結果

募 集 ⽅ 法

動物園・⽔族館に実際に赴き、研究打合せやデータ収集を⾏います。動
物の⾏動観察や加速度ロガーによる活動量計測、来園者へのアンケート
調査、⽣体サンプルの分析、⼼拍計などで得たデータの解析を⾏います。

動物園・⽔族館が持つ役割について実践を通じて学べます。また、基本的
な⾏動解析能⼒や基礎的なデータ解析⼒、作図やスライドで結果をアウト
プットする⼒、ディスカッション⼒を⾝につけることが期待されます。

募集⼈数︓ 6〜 1 2 名 選考⽅法︓対⾯での⾯談により選考
※取り組むテーマについては、相談しながら選んでもらう予定です

動物共⽣科学ジェネラリスト育成プログラム研究プロジェクト

ジ ェ ネ
プロ研究

ふれあいは、⼦どもたちに対する命の教育に加え、
動物への関⼼や動物飼育に対する前向きな姿勢を
促進する効果などがある⼀⽅、動物にとってスト
レスとなる可能性も指摘されています。本研究で
は 多 ⾓ 的 な ⼿ 法 で 動 物 へ の 負 担 が 少 な く 、 ⼈ に
とって教育効果の⾼いふれあい⽅法を探ります。

動物がストレスを受けた場合、通常と異なる⾏動
パターンや栄養代謝を⽰します。しかしながら、
動物園・⽔族館において飼育されている動物たち
はその「通常」の状態すら未解明な動物がいます。
動物たちの状態を知ることが、異常な⾏動を発⾒
することに繋がります。
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